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研究成果の概要（和文）：シンガポールの高齢者を対象とした、3時点調査データ（Panel on Health and 
Ageing of Singaporean Elderly (PHASE)を用い、歯の本数と認知機能との関連について検討した。重度の認知
機能低下のある人を除いた合計1,516人の研究対象者が解析に含まれ、Longitudinal Modified Treatment 
Policy approachによる解析の結果、歯の喪失予防の程度が大きくなるほど、認知機能スコアは向上した。歯の
喪失を防ぐことは、高齢者の認知機能の維持や向上に利益をもたらす可能性がある。
 

研究成果の概要（英文）：The Panel on Health and Ageing of Singaporean Elderly (PHASE) with 
three-point survey data were used to examine the association between the number of teeth and 
cognitive function. We applied the Longitudinal Modified Treatment Policy approach. A total of 1,516
 participants were included in the analysis, excluding those with severe cognitive decline. Emulated
 tooth loss prevention interventions were associated with better cognitive function score. 
Therefore, preventing tooth loss could potentially benefit maintenance of cognitive function among 
older adults.

研究分野： 口腔衛生学

キーワード： 認知機能　口腔

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
高齢者において機能的歯列（20本以上）を維持することが認知機能の改善につながる可能性が示唆された。認知
機能の改善は、研究対象者を20本以上に予防介入した場合に一番大きく、単に10本以上の歯を残すことだけで
は、認知機能の大きな改善にはつながらなかった。機能歯列の維持は、高齢になってからの介入では達成が困難
であるため、幼少期からの歯の喪失予防が重要である。そのためには、フッ化物使用や、砂糖や喫煙といったリ
スクファクターへの対策が必要であると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
認知症は要介護となる主な原因の一つであり、罹患する本人だけではなくその家族や介護者

にも負担が大きいことから、対策が望まれる課題である。近年、歯の本数や歯周疾患の罹患状況

といった口腔状態が、認知症発症や認知機能低下に関連することが報告されている。そのメカニ

ズムの解明に関し、個別にメカニズムの検討はなされているが、異なる集団で検討しているため、

メカニズムの影響の大きさを同時に比較することはできていない。また、これまでの研究から口

腔状態と認知症発症との関連は示されているものの、その因果関係については明らかになって

いない。そこで本研究では、（１）口腔と認知機能との関連のメカニズムを検討すること、（２）

口腔状態の悪化から認知症発症への因果効果を推定することを当初の目的としていた。 

今回、（２）の研究に関しては、シンガポールの高齢者のコホート調査データを用い実施する

ことができたが、（１）の研究に関しては、利用予定であった東北大学東北メディカル・メガバ

ンク機構のデータ利用申請に遅れが生じ、口腔のデータを解析することができなかった。そこで

本報告書では、（２）のシンガポールの高齢者のコホート調査データを用い、口腔と認知機能と

の関連を検討した研究について報告する。 

 

２．研究の目的 

認知症は、高齢化社会において取り組むべき公衆衛生上の課題である。 2019 年の認知症の有

病者数は約 5,740 万人であり、その数は 2050 年までに 1 億 5,280 万人に達すると予測されて

いる (GBD 2019 Dementia Forecasting Collaborators, 2022)。これまで、口腔の健康状態と認知機能

との関連が報告されており(Asher et al., 2022; Cerutti-Kopplin et al., 2016; Qi Bsn et al., 2021)、口腔

の健康が認知機能の向上に寄与する可能性があるが、そのメカニズムについては、完全には明ら

かになっていない。 

口腔と認知機能のような、変化に長期間を有する関連について検討する際に、ランダム化比較

試験等の介入研究は困難であるため、観察研究による因果推論が推奨される(Listl et al., 2022; 

Nichols, 2007; Schuch et al., 2023)。歯の喪失につながる口腔疾患は予防可能であるため(Peres et al., 

2019)、歯の喪失が認知機能に及ぼす影響を調査することは重要である。そこで本研究では

Longitudinal Modified Treatment Policy approach を使用して、複数の歯の本数に関する介入シナリ

オを想定し、歯の喪失が認知機能に及ぼす影響を調査した。 

 

３．研究の方法 

60 歳以上の地域高齢者を対象としたシンガポールの高齢者の 3 時点調査データ（Panel on Health 

and Ageing of Singaporean Elderly (PHASE)（ベースライン：2009 年、Wave 2：2011 ～ 2012 年、

Wave 3：2015 年）を使用した。歯の本数は時間依存性曝露変数 (ベースライン、Wave 2) として

用いた。Wave 3 における認知機能 (SPMSQ スコア: Short Portable Mental Status Questionnaire) を

アウトカムとして用いた。共変量には、性別、年齢、教育歴、民族、所得、喫煙状況、婚姻状況、

Body Mass Index (BMI)、高血圧、糖尿病、脳血管疾患の既往を用いた。 

統計解析手法には、Longitudinal Modified Treatment Policy approach を用いて、歯の喪失予防シナ

リオごとの認知機能に対する効果を推定した。シナリオは次のとおりである：無歯顎の人が 1 

～ 4 本の歯を保持する場合 (シナリオ 1)、歯が 0 ～ 4 本の人が 5 ～ 9 本の歯を保持する場

合（シナリオ 2）、0 ～ 9 本の歯を持つ人が 10 ～ 19 本の歯を保持する場合（シナリオ 3）、

研究対象集団の全員が 20 本以上の歯を保持する場合（シナリオ 4）。 



 

４．研究成果 

重度の認知機能低下のある人を除いた合計 1,516 人の研究対象者が含まれた（男性：41.6％）。

ベースライン時の平均年齢は 70.6 歳 (SD = 7.1) であった。ベースラインでの平均 SPMSQ ス

コアは、無歯顎の場合は 、2.06 (SD = 0.02)、1 ～ 4 本の歯を有する人では、 1.55 (SD = 0.04)、

5 ～ 9 本の歯を有する人では 、1.61 (SD = 0.03)、10 ～ 19 本の歯を有する人では、 1.73 (SD 

= 0.02) 、20 歯以上の場合は、1.71 (SD = 0.02)であった。Longitudinal Modified Treatment Policy 

approach による解析の結果、シナリオ 1 からシナリオ 4 まで、歯の喪失予防の程度が大きくな

るほど、認知機能スコアは向上した（シナリオ 1: -0.02 [95% CI、-0.08 ～ 0.04]、シナリオ 2: -

0.05 [95% CI、-0.11 ～ -0.00]） 、シナリオ 3: -0.07 [95% CI、-0.14 ～ -0.00]、シナリオ 4: -0.15 

[95% CI、-0.23 ～ -0.06])。 

歯の喪失への予防介入は、より良い認知機能スコアと関連していた。歯の喪失を防ぐことは、

高齢者の認知機能の維持や向上に利益をもたらす可能性がある。 
 

表 1 : ベースライン時点の対象者の記述統計 (n=1,516). 

    SPMSQ スコア 

    n % 平均 SD 

全体 1,516 100.0 1.79 0.01 

歯の本数 0 462 30.5 2.06 0.02 
 1-4 125 8.3 1.55 0.04 
 5-9 197 13.0 1.61 0.03 
 10-19 273 18.0 1.73 0.02 
 ≥20 459 30.3 1.71 0.02 

性別 男性 630 41.6 1.14 0.01 
 女性 886 58.4 2.26 0.01 

年齢 60-64 387 25.5 1.49 0.02 
 65-69 377 24.9 1.59 0.02 
 70-74 297 19.6 1.79 0.02 
 75-79 267 17.6 2.04 0.03 

 80-84 134 8.8 2.37 0.04 

  ≥85 54 3.6 2.73 0.08 

SPMSQ, Short Portable Mental Status Questionnaire 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



表 2:歯の喪失予防のシナリオによる SPMSQ スコアの相加効果 (n=1,516). 

シナリオ 

Super Learner モデル GLM モデル 

SPMSQ スコア

の相加効果 
95%信頼区間 P 値 

SPMSQ スコア

の相加効果 
95%信頼区間 P 値 

シナリオ 1 -0.02 (-0.08, 0.04) 0.281 -0.02 (-0.06, 0.03) 0.199 

シナリオ 2 -0.05 (-0.11, 0.00) 0.015 -0.02 (-0.06, 0.03) 0.366 

シナリオ 3 -0.07 (-0.14, 0.00) 0.008 -0.07 (-0.13, -0.01) 0.008 

シナリオ 4 -0.15 (-0.23, -0.06) < 0.001 -0.22 (-0.31, -0.12) < 0.001 

SPMSQ, Short Portable Mental Status Questionnaire 

時間非依存性交絡因子（性別、年齢、教育歴、民族）、および時間依存性交絡因子（所得、喫煙状況、婚姻状

況、BMI、高血圧、糖尿病、脳血管疾患、SPMSQ スコア）を調整した。 

シナリオ       

1. 無歯顎の人が 1 ～ 4 本の歯を保持する場合 

2. 歯が 0 ～ 4 本の人が 5 ～ 9 本の歯を保持する場合 

3. 歯が 0 ～ 9 本の人が 10 ～ 19 本の歯を保持する場合 

4. 研究対象集団の全員が 20 本以上の歯を保持する場合 
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